
Ⅰ.総合科学プログラムについて

１．本プログラムについて

複数の多様な学科専修で構成されている教育学部の豊富なリソースを集中的・横断的に生かし、

深く幅広い教養を身につけることを目的とした、2019 年度から運用を開始した副専攻制度です。

２．対象

総合科学プログラムの対象は学部学生のみです。大学院進学後や科目等履修生として、修了

を目指すことはできません。

３．修了要件

コース毎に修了要件が異なりますので、Ⅱ．設置コースをご確認ください。また、修了には学部

で卒業が認定されていることが必要です。

４．履修開始および修了証の発行

履修開始に際して、申請等は必要ありません。各自で履修計画を立て、修了要件を満たすよう

にしてください。

また、要件を満たし「修了証」の発行を希望する場合には、卒業年度の秋学期（9月卒業者の場

合には、卒業年度の春学期）に、修了申請を行ってください。

要件を満たしていれば、卒業年度の卒業発表以降、学部より「修了証」を発行します。

※申請期間については、教育学部 HP をご確認ください。

５．単位の取り扱いについて

本プログラムの修了単位と、教育学部における卒業単位への「算入」・「非算入」は関係ありま

せん。卒業単位へ非算入とした場合でも、指定科目であれば本プログラムの修了単位として認め

られます。

指定科目として定められる以前に取得した単位も、修了所定単位に算入することができます。

また、指定科目が廃止となった場合、または指定から外れた場合でも、以前にその科目の単位

を修得していれば、総合科学プログラムの修了所定単位に算入します。

６．科目登録について

科目登録は、すべて学部やセンターで決められた方法で、所定の期間に行ってください。

総合科学プログラム用の特別な登録期間、登録方法はありません。

また、科目登録において、総合科学プログラム履修者が優先的に登録されることは

一切ありません。

選外になることもありますので、余裕を持った履修計画を立てるようにしましょう。

７．設置コース、対象科目について

次ページ以降を参照ください。



１．コース概要

２．対象
教育学部所属の正規生。ただし、生物学専修・地球科学専修の学生は対象外です。

３．修了要件
【修了所定単位数】
指定科目を16単位以上修得すること。

４．その他の注意点

配当年次 単位数 配当年次 単位数

1～4 2 1～4 2

1～4 2 1～4 2

1～4 2 1～4 2

1～4 2 1～4 2

1～4 2 1～4 2

1～4 2 2～4 1

1～4 2

1～4 2

1～4 2 配当年次 単位数

1～4 2 2～4 2

1～4 2

配当年次 単位数 配当年次 単位数

2～4 2 1～4 1

2～4 2 1～4 1

2～4 2 1～4 2

3～4 2 1～4 2

2～4 2 1～4 2

1～4 2 1～4 2

1～4 2 1～4 2

2～4 1 1～4 2

2～4 1

※１ 副専攻履修者が履修する場合には、生物学通論Ⅱを履修済みであるか科目登録していること。

※２ 副専攻履修者が履修する場合には、生態学Ⅰを履修済みであるか科目登録していること。

※３ 理学科生物学専修以外の学生が履修する場合、聴講料・実験実習料・実習費が必要な科目です。

※４ 理学科地球科学専修以外の学生が履修する場合、聴講料・実験実習料・実習費が必要な科目です。

生物学通論実験ＩＩ ※４

地質学入門-地球の歴史地球システムと環境問題

生物学通論ＩＩ

地球生命史

太陽系の起源と地球のテクトニクス

環境の生物学

自然人類学II Ａ

自然人類学II Ｂ

地理学III（自然環境と風土）

惑星地球の変動と進化

惑星地球科学入門

科目名

複合文化学特論１６

自然人類学Ｉ Ａ

自然人類学Ｉ Ｂ

地学通論実験II ※３

地学通論I

地学通論II

生態学Ｉ

地学通論実験I ※３

進化学

生命科学探索法 ※１

植物生理学Ｉ

生態学・実習 ※２

Ⅱ.設置コース

科目名

地球の起源

指定科目一覧

地球システムと環境問題を、領域横断的に修学するためのコースです。

生物学専修・地球科学専修設置科目は、理系学生対象のレベルになっています。
Webシラバス等で授業内容を確認の上、履修申請を行ってください。
科目登録において、総合科学プログラム履修者が優先的に登録されることは一切ありません。
選外になることもありますので、余裕を持った履修計画を立てるようにしましょう。

地質学入門-地球の物質

①地球システムコース

科目名

環境イシューを深く読み解く

他箇所設置科目
【グローバルエデュケーションセンター（GEC）】生物学専修

複合文化学科

地球科学専修共通科目

環境問題と持続可能な社会

再生可能エネルギーを地域から考える

地域、環境、エネルギーを考える

資源エネルギーと地球環境問題を考える１

資源エネルギーと地球環境問題を考える２

科目名

環境科学基礎講座１

環境科学基礎講座２

地理学IV（風景の科学）

科目名



②外国語A発展履修コース
１．コース概要

「外国語の基礎」「外国語のコミュニケーションの基礎」を履修したのち、選択外国語の学習をさらに深めるためのコースです。

２．対象

教育学部所属の正規生。ただし、複合文化学科の学生は対象外です。

３．修了要件

【前提】

同一言語の指定科目を16単位以上修得すること。レベルごとの所定単位数は以下の表を参照してください。

※1 「レベルI～レベルII」については、教育学部設置科目である、以下の科目から４単位以上履修すること。

４．その他の注意点

指定科目一覧

配当年次 単位数 レベル 配当年次 単位数 レベル

2～4 2 I 2～4 2 II
2～4 2 I 2～4 2 I
2～4 2 II 2～4 2 II
2～4 2 II 2～4 2 I
2～4 2 I 2～4 2 II
2～4 2 I 2～4 2 I
2～4 2 II 2～4 2 II
2～4 2 II 4 2 IV
2～4 2 I 4 2 IV
2～4 2 I 4 2 IV
2～4 2 II 4 2 IV
2～4 2 II 4 2 IV
2～4 2 I 3～4 2 III
2～4 2 I 3～4 2 III
2～4 2 II 3～4 2 III
2～4 2 II 3～4 2 III
2～4 2 I 3～4 2 III
2～4 2 I 3～4 2 IV
2～4 2 II 3～4 2 IV
2～4 2 II 3～4 2 IV
3～4 2 III 3～4 2 IV
3～4 2 IV 3～4 2 IV
3～4 2 III 2～4 2 I～II
3～4 2 IV 2～4 2 I～II
3～4 2 III 2～4 2 I～II
3～4 2 IV 2～4 2 I～II
3～4 2 III 2～4 2 I～II
3～4 2 IV 2～4 2 I～II
3～4 2 III 2～4 2 I～II
3～4 2 IV 2～4 2 I～II
2～4 2 I 2～4 2 I～II
2～4 2 II 2～4 2 I～II
2～4 2 I

教育学部設置科目

中国語演習II２（文学テクストを読む）

ロシア語演習I１（文化の諸相）

スペイン語演習III（文学テクストを読む）

スペイン語演習IV（文学テクストを読む）

ツールとしてのドイツ語I

ロシア語演習I２（言語を知る）

ロシア語演習II１（文化の諸相）

フランス語演習II１（文化の諸相）

フランス語演習II２（文学テクストを読む）

中国語演習I１（言語を知る）

中国語演習I２（文学テクストを読む）

中国語演習II１（言語を知る）

海外でのスペイン語研修I

海外でのスペイン語研修II

ドイツ語演習II１（文化の諸相）

科目名

ドイツ語演習I１（文化の諸相）

ドイツ語演習I２（文学テクストを読む）

ドイツ語演習II２（文化の諸相）

フランス語演習I１（文化の諸相）

フランス語演習I２（文学テクストを読む）

海外でのロシア語研修I

海外でのドイツ語研修I

海外でのドイツ語研修II

海外でのフランス語研修I

海外でのフランス語研修II

海外での中国語研修I

スペイン語演習I１（文化の諸相）

フランス語演習IV（言語を知る）

中国語演習III（文化の諸相）

中国語演習IV（文化の諸相）

海外でのロシア語研修II

海外での中国語研修II

ツールとしてのスペイン語IV

スペイン語演習II２（言語を知る）

ツールとしてのフランス語II

ツールとしての中国語I

ツールとしての中国語II

ツールとしてのロシア語II

ツールとしてのスペイン語I

ツールとしての中国語V

ツールとしてのロシア語V

ツールとしてのロシア語I

ツールとしてのスペイン語V

ツールとしてのドイツ語II

ツールとしてのフランス語I

ツールとしてのスペイン語II

ツールとしてのドイツ語V

ツールとしてのフランス語V

ロシア語演習III（文化の諸相）

ロシア語演習IV（文学テクストを読む）

スペイン語演習I２（言語を知る）

スペイン語演習II１（文化の諸相）

ドイツ語演習III（言語を知る）

ドイツ語演習IV（文化の諸相）

フランス語演習III（文化の諸相）

ロシア語演習II２（文化の諸相）

ツールとしての中国語IV

ツールとしてのロシア語IV

ツールとしてのフランス語IV

ツールとしてのドイツ語III

ツールとしてのフランス語III

ツールとしての中国語III

ツールとしてのロシア語III

ツールとしてのスペイン語III

ツールとしてのドイツ語IV

「外国語の基礎」「外国語のコミュニケーションの基礎」が履修済であることが前提です。
・「外国語演習」は、“外国語の基礎”を履修済である必要があります。
・「ツールとしての外国語」は、“外国語の基礎”“外国語のコミュニケーションの基礎”を履修済である必要があります。

授業の理解度を深めるためにも、レベル順（I→IV）に履修するようにしてください。
科目登録において、総合科学プログラム履修者が優先的に登録されることは一切ありません。
選外になることもありますので、余裕を持った履修計画を立てるようにしましょう。

【修了所定単位数】

外国語演習I1/外国語演習I2/外国語演習Ⅱ1/外国語演習Ⅱ2/ツールとしての外国語I/ツールとしての外国語Ⅱ
（すべて1科目2単位）

科目名

内訳 計

レベルIII～レベルIV

レベルI～レベルII

所定単位数

4
16

4 ※1



指定科目一覧

他箇所設置科目にも、対象科目があります。全学オープン科目履修ガイドに記載されている、「全学オープン科目マップ」をご確認ください。
ドイツ語、フランス語、中国語、スペイン語、ロシア語のマップに記載されている科目はすべて対象科目になります。
修得した際に、副専攻の修了単位と算入されるレベルについては、下記の対応表をご確認ください。
※複数にまたがる科目は、上位レベルを当該科目のレベルとします。

他箇所設置科目

ドイツ語 フランス語 中国語 スペイン語 ロシア語
レベルIV
レベルIII
レベルII
レベルI

「上級１・２」

「初級」～「中級」

「中・上級」

「初級」～「中級」

＜全学オープン科目マップとのレベル対応表＞

「A2→B1」～「C1」

「A1-1」～「A2」 「A-1」～「A-2」

「B-1」～「B-2」 「中上級」～「上級」

「初級」～「中級」


